
診療報酬改定DX対応方針
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診療報酬改定DXの射程と効果

○最終ゴールをめざして、医療DX工程表に基づき、令和６年度から段階的に実現

共通算定モジュールの開発・運用

診療報酬改定施行時期の後ろ倒し等

○ 診療報酬の算定と患者負担金の計算を実施

○ 次の感染症危機等に備えて情報収集できる仕組みも検討

○ 各種帳票※１の標準様式をアプリ等で提供

○ 施設基準届出等の電子申請をシステム改修により更に推進

○ 診療報酬改定の施行時期を後ろ倒しし、システム改修コスト

を低減

○ 診療報酬点数表のルールの明確化・簡素化

共通算定マスタ・コードの整備と電子点数表の改善

○ 基本マスタを充足化し共通算定マスタ・コードを整備

○ 地単公費マスタの作成と運用ルールを整備

４つのテーマ

※１医療機関で作成する診療計画書や同意書など。

標準様式のアプリ化とデータ連携

○ 最終ゴール

進化するデジタル技術を最大限に活用し、医療機関等（※）における負担の極小化をめざす

・共通のマスタ・コード及び共通算定モジュールを提供しつつ、全国医療情報プラットフォームと連携

・中小病院・診療所等においても負担が極小化できるよう、標準型レセプトコンピュータの提供も検討

（※）病院、診療所、薬局、訪問看護ステーションのこと。

資料３



診療報酬改定DX対応方針 取組スケジュール
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注1 全国医療情報プラットフォームと連携
注2 標準型レセコンは、標準型電子カルテ（帳票様式を含む）と一体的に提供することも検討。

○ 共通算定モジュールは、導入効果が高いと考えられる中小規模の病院を対象に提供を開始し徐々に拡大。また、医療機関等の
新設のタイミングや、システム更改時期に合わせて導入を促進。費用対効果を勘案して加速策を実施。

○ 診療所向けには、一部の計算機能より、総体的なシステム提供による支援の方がコスト削減効果が高く得られるため、標準型
電カルと一体型のモジュールを組み入れた標準型レセコンをクラウド上に構築して利用可能な環境を提供。

医療機関等における負担の極小化、マスタ・コードの標準化、拡充、進化

大規模病院

中小規模病院

病院（歯科）

共通算定
マスタの提供

＋

電子点数表
の改善

＋

施行時期の
後ろ倒し

令和６年度

共通算定
モジュールの提供
（クラウド）注1

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定
モジュール
の試行運用

共通算定モジュールの提供拡大

OR

令和８年度 令和10年度～

アジャイル

順次拡大

令和７年度

標準型レセコンの提供も検討
注2

＋
帳票様式・モジュールを

レセコンに組込

共通算定モジュールの
提供拡大

実情に応じ

オンライン資格確認の拡充

モデル事業
診療所

（医科・歯科）

薬局等

★1 薬局向け・歯科向け・訪問看護向けについて、業界団体のご意見を丁寧にお聞きした上で対応を検討。

費用対効果を考慮して導入★1



診療報酬改定DXの今後の進め方（案）

施策
2023年度

（令和5年度）
2024年度

（令和6年度）
2025年度

（令和7年度）
2026年度～

（令和8年度～）

全体

全体

診療報酬改定DXタスク
フォース

①共通算定
モジュール

共通算定モジュールの開
発

共通算定マスタ・コード
の整備、電子点数表の改
善、施設基準届出の電子
化

国公費・地単公費マス
タ・コードの整備、
上限額管理票の電子化

国公費・地単公費に係る
オンライン資格確認

②標準型レ
セプトコン
ピュータ

標準型レセプトコン
ピュータの開発

調査研究・要件定義
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自治体向け説明会 自治体向け説明会 自治体向け説明会

現物給付拡大

計算ロジックのプログラミング

モデル事業
本格提供

（並行稼働期間1年）

運用・保守

モデル事業の準備

施行時期後ろ倒し（診療報酬改定は６月１日施行。薬価改定は４月１日施行）

公費・地単公費マスタ
保有項目の検討

公費・地単公費
マスタの作成

地単公費マスタメンテナンス
スキームの構築

計算順序・計算ロジックの整理

国公費・地単公費マスタの公開

RFI

仕様書作成・調達 要件定義、設計・開発、テスト

R6報酬改定

の取り込み

拡大TF年４回開催

個別テーマMTG

マスタ等改善項目

の確定

マスタ

改修

基本マスタ改修版の公開

令和6年度報酬改定対応 令和8年度報酬改定対応

設計・開発
（各種様式のアプリ化）

運用・保守

併用レセプト方式・全国決裁の仕組みの構築、電子契約の仕組みの
構築

運用テスト

R8報酬改定

の取り込み

マスタ等改善項目

の確定

マスタ

改修

拡大TF年４回開催 拡大TF年４回開催

実証事業 先行実施 全国運用

電子契約の仕組みの構築

導入拡大

（上限額管理票

の電子化、医療

機関等をまたぐ高

額療養費の現物

給付化）

併用レセプト
方式の拡大

施設基準届出電子化

の方向性の整理
施設基準届出電子化（段階的に実施）

個別テーマMTG 個別テーマMTG

※共通算定モジュールは、病院向けから開発を開始し、徐々に対象を拡大。導入は、システム更改や新規開設のタイミングを想定。

※標準型レセコンも、病院、診療所、薬局、訪問看護ステーションごとに開発する必要があることから、展開について今後検討。



診療報酬改定ＤＸの取組により新たに実現される姿（イメージ）

自治体A
各業務システム

マイナポータル

医療機関
顔認証付

カードリーダ
レセプト
コンピュータ

Public Medical Hub（PMH）
医療費助成
・公費負担
・地方単独負担

母子保健
・健診

予防接種
・定期

API

受給者証の閲覧

受診

公費・地単公費受給者情報を登録

公費医療費助成情報の確認・取込

自治体B
各業務システム

自治体C
各業務システム

保険証機能に加えて、公費医療受給者証機能を兼ねる
（マイナ保険証兼受給者証）

閉域網

①公費・地単公費の
オンライン資格確認

計算機能

公費・地単公費マスタ・コード

公費・地単公費負担者番号

法別制度別番号

負担割合

限度額 等

法別制度別番号

公費負担者番号 利用実績

公費負担者番号 利用実績

ログ（利用実績）

計算パターン番号
計算パターン番号

計算パターン番号

地単公費の制度登録

計算要求

②地単公費適用後の患者負担金が正確に計算できる

ことにより全国どこでも地単の現物給付化が可能

②診療報酬・患者負担金の
オンライン計算プログラム

（現物給付）

計算結果はマイナポータル

経由で本人にも提供

計算結果

①公費受給者の正確な資格情報の取得
が可能

国

公費の制度登録

⇒③共通算定モジュール（標準型レセコン）は、診療報酬改定等の度に個々の医療機関等において生じるシステム改修の負荷を解消する

とともに、上記の仕組みが、全ての病院、診療所、薬局、訪問看護ステーションに普及すれば、

医療機関等またぎの高額療養費も計算できる（償還払い不要）ほか、公費・地単公費に係る紙の上限管理票を廃止（電子化）できる

共通算定モジュール

（標準型レセコン）
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